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利用・用途・応用分野

犬の腫瘍の治療、腫瘍溶解性レオウイルス療法の抗腫瘍効果を増強する併用治療

目的・課題 解決ポイント

人と同様、犬の腫瘍の発生が増加して
いる。腫瘍溶解性ウイルス療法におい
て、抗腫瘍効果を増強する薬剤を探索
することを目的とする。
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発明の名称：

腫瘍溶解性ウイルスの抗腫瘍効果増強剤

◆本発明の腫瘍溶解性ウイルス抗腫瘍効果増強剤を用いれば、腫瘍溶解性ウイルス
と併用することで抗腫瘍効果を高めることが可能となる。

◆腫瘍溶解性レオウイルス療法の実施には、標準的に利用できる
◆ATMkinase阻害剤によるレオウイルス抗腫瘍増強効果は、医療・獣医療において

腫瘍の新たな治療戦略として導入できる可能性がある。

「イヌの悪性黒色腫細胞株CMeC1に
レオウイルスとATMキナーゼ阻害剤を
併用投与して培養した場合のウイルス産生量」

化学療法基盤支援活動より譲渡された
標準阻害剤キットを用いて、イヌ悪性黒色
腫細胞株に対する腫瘍溶解性レオウイル
スの抗腫瘍効果を増強する薬剤のスクリー
ニングを実施した。
ATM（Ataxia telangiectasia mutated：血
管拡張性失調症変異）キナーゼ阻害剤と
腫瘍溶解性レオウイルスを併用することで
腫瘍溶解性レオウイルスにおける抗腫瘍
効果が増強することを見出した。

無料開放特許


	スライド 63

